
くりっく365仲介業者／金融商品仲介業者[関東財務局（金仲）第579号]

東京都中央区日本橋久松町12-8　　　　Tel.03-3662-0111

作成日：2025年8月1日

１ヶ月 ３ヶ月 6ヶ月 １年 ３年

('25/07) ('25/05～'25/07) ('25/02～'25/07) ('24/08～'25/07) ('22/08～'25/07)

米ドル／円

10,000米ドル 59,360円 5,386円 14,661円 30,000円 67,297円 215,585円

ユーロ／円

10,000ユーロ 69,000円 2,578円 7,314円 16,474円 44,124円 146,225円

英ポンド／円

10,000英ポンド 79,610円 7,049円 19,122円 39,394円 88,044円 254,173円

豪ドル／円

10,000豪ドル 38,680円 3,083円 8,191円 16,889円 37,789円 113,539円

カナダドル／円

10,000カナダドル 43,270円 2,281円 6,188円 12,838円 34,065円 129,648円

NZドル／円

10,000NZドル 35,330円 2,288円 6,137円 12,973円 32,987円 120,151円

南アフリカランド／円

100,000南アフリカランド 33,270円 4,771円 12,681円 25,515円 56,692円 173,733円

トルコリラ／円

10,000トルコリラ 1,480円 1,030円 2,806円 5,810円 12,511円 37,597円

メキシコペソ／円

100,000メキシコペソ 31,660円 5,228円 14,691円 30,597円 70,878円 245,029円

くりっく365取引参加者/委託元金融商品取引業者

AIゴールド証券株式会社
東京都中央区日本橋久松町12-8　Tel.03-6861-8181
金融商品取引業者[関東財務局（金商）第282号]

一般社団法人金融先物取引業協会会員／日本証券業協会会員／日本商品先物取引協会会員

・表中の金額はその期間買いのポジションだった場合の過去の実績であり、今後同様のスワップポイントが発生する事を保証するものではありません。・表中の「証拠金」は作成日

現在の必要証拠金です。必要証拠金は毎週見直される為、必ずしもスワップ実績の算定期間中に適用されていたものと同額ではありません。また、証拠金不足やロスカットにより

建玉を維持できなくなることがあります。※スワップポイントは当該ポジションを決済するまでは、値洗いに加減して反映されますが、現金として預かり金に加算されません。

高金利通貨について

高金利通貨は、何らかの「リスク」を有しているために相対的に高い金利が付いています。高金利通貨を発行している国のリスクとしては例えば次のようなものがあります。

・信用リスクが高い・インフレ率が高い（＝通貨の価値が下落しやすい）・経済構造が脆弱である・通貨、資本規制など、その他の特殊要因を抱えている場合がある。

くりっく365における高金利通貨は、一般的に次のような特性を持っており、金利および価格の変動による影響がお客様の収益を大きく左右しますので、思わぬ損失を被る

可能性があります。・流動性が低い・価格変動の幅が大きい・スプレッドが広い・取引時間が短かったり、固有の休業日が設けられたりする事がある・通貨の需給の影響度合い

が大きく、金利差に関わらずスワップポイントがマイナスになる事がある・高金利通貨のリスクが解消又は低下した場合には金利が低下する事がある。投資の際には、

こうしたリスクを十分にご理解のうえ、お客様ご自身の判断でお取引下さい。

◇「くりっく365」は、株式会社東京金融取引所の登録商標であり、同取引所が上場している「取引所為替証拠金取引」の愛称として使用するものです。

「くりっく365」のリスクについては裏面をご観覧ください。

【免責事項】

カネツ商事㈱は、本情報に記載の情報いずれについても、その信頼性、正確性または完全性について保証するものではありません。このような情報にはカネツ商事㈱により

確認されていない情報が含まれていることもありますので、すべてご自身の判断でご利用ください。お取引にあたっては取引説明書等をよく読みご自身の判断で行ってください。

スワップポイント実績表

必要証拠金取引単位（1枚）

その期間、買いポジション１枚を保有し続けた場合に発生したスワップポイント実績

カネツ商事株式会社は、株式会社東京金融取引所の「くりっく365」取引参加者であるAIゴールド証券株式会社から指定

を受けた、仲介業者です。「くりっく365」は、株式会社東京金融取引所の登録商標であり、同取引所が上場している「取引

所為替証拠金取引」の愛称として使用するものです。

（2022年8月～2025年7月）

通貨ペア



～為替証拠金取引のリスクについて～

■くりっく365は為替レートやスワップポイント（金利差調整分）の変動に伴い損益の発生する商品であり、元本や収益が保証されるものではありませ

ん。■くりっく365は取引の額が預託された証拠金に比して大きくなる（レバレッジ最大25倍まで）ため、差入証拠金以上の損失が生じる場合がありま

す。また、建玉を維持するために追加で証拠金を差し入れる必要が生じる場合があります。■くりっく365で提示する為替レートには価格差（スプレッ

ド）があります。■手数料はお客様の選択された取引コースにより異なります。【総合コース：1枚あたり片道1,100円（税込）。ただし、媒介口座をご利

用の場合は1,100円のうち770円が媒介手数料となります】【インターネットコース：1枚あたり片道220円（税込）。ただし、媒介口座をご利用の場合は

220円のうち110円が媒介手数料となります】■注文の発注、およびポジションを維持するために必要な証拠金額は通貨ペアによって異なり、1枚あた

り1,480円～79,610円（2025年8月1日現在)です。なお、必要証拠金額は所定の計算式により毎週見直されるため、変更される場合があります。■お

取引に際して、必ず契約締結前交付書面（取引所為替証拠金取引説明書）、為替証拠金取引口座設定約諾書、約款ならびにお客様向け資料の内

容をよく読み、ご理解のうえお客様ご自身の判断でお取引ください。

「くりっく365」のリスクについて

「くりっく365」には主に以下のリスクが存在します。

投資を行う際にはこれらのリスク及びAIゴールド証券より交付される契約締結前交付書面等の書面の内容を十分理解した上で、ご自身の判断でお

取引を行うようにしてください。なお、以下に掲げるリスクは「くりっく365」での取引に生じる全てのリスクを示すものではありません。

【価格変動リスク】

「くりっく365」では、取引対象である通貨の価格の変動により損失が生じることがあります。

さらに、取引金額がその取引について顧客が預託すべき証拠金の額に比して大きいため、相場の状況によっては差し入れた証拠金以上の損失が発

生する可能性があります。

【コンバージョンリスク】

「くりっく365」では、クロスカレンシー取引において、決済が当該通貨ではなく、円貨でなされることから、決済時に当該通貨の為替リスクの他に円との

為替リスクがあります。

【金利変動リスク】

「くりっく365」では、取引対象である通貨の金利が変動すること等により、保有するポジションのスワップポイントの受取額が減少、または支払額が増

加する可能性があります。ポジションを構成する２国間の金利水準が逆転した場合等には、それまでスワップポイントを受け取っていたポジションで

支払いが発生する可能性もあります。また、一部通貨においては、外国為替市場における当該通貨の需給関係等の影響を受けて、金利変動によら

ずスワップポイントの増減や受払いの逆転が生じたり、場合によっては、金利の高い方の通貨の買いポジションでスワップポイントの支払いが生じる

可能性があります。

【流動性リスク】

「くりっく365」では、マーケットメーカーが買呼び値及び売呼び値を提示し、それに対して投資家がヒットをして取引が成立する方式を取っています。そ

の為、状況（天変地異、戦争、政変あるいは為替相場の激変等さらに各国の法制や金融政策・規制の変更、情報配信の遅延・停止・相場の激変等）

によって、マーケットメーカーによる買呼び値及び売呼び値の安定的、連続的な提示が不可能又は困難となることがあり、その結果、想定する価格で

取引ができない等、投資家にとって不測の損失が生じる可能性があります。また、一部の通貨において母国市場等の休業の場合には臨時に休業す

ることがあります。更に、当該国の為替政策・規制による他通貨との交換停止や外国為替市場の閉鎖の措置がなされる等の特殊な状況が生じた場

合には、特定の通貨ペアの取引が不能となる可能性もあります。なお、平常時においても流動性の低い通貨の取引を行う場合には、希望する価格

での取引ができない等の不利益を被る可能性があります。

【信用リスク】

「くりっく365」においては、投資家の取引を受託する「くりっく365」取扱会社に対し金融取が取引の相手方となる「清算制度」を導入しており、投資家の

証拠金は、全額金融取が分別管理しているため、原則として全て保全されます。しかし、「くりっく365」取扱会社の信用状況の変化等により支払いが

滞ったり、取扱会社が破綻した場合には、返還手続きが完了するまでの間に時間がかかったり、その他不測の損失を被る可能性があります。

【システム障害リスク】

金融取及び「くりっく365」取扱業者のシステム、または投資家、取扱業者、金融取の間を結ぶ通信回線に障害が発生した場合等には、相場情報等の

配信、注文発注・執行等が遅延したり、不可能になることがあり、その結果、不測の損失を被る可能性があります。

【税制・法律等の変更リスク】

「くりっく365」、税制・法律またはその解釈等が将来変更され、実質的に不利益な影響を受ける可能性があります。


